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落
水
時
期
を
適
切
に

　
落
水
時
期
の
目
安
は
、
概
ね
刈
取
り
７
日
～
５
日
前
と
し
ま

す
。
早
期
落
水
に
よ
る
極
端
な
土
壌
の
乾
燥
は
、
胴
割
米
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
適
期
の
判
断

　
収
穫
は
、
ほ
場
ご
と
充
分
に
観
察
し
、
適
期
刈
取
り
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
緑
色
の
モ
ミ
が
５
～
10
％
ま
で
減
っ
た
こ
ろ
が

収
穫
適
期
で
す
。
緑
色
の
モ
ミ
が
半
減
す
る
の
に
要
す
る
日
数

は
、
９
月
中
旬
ま
で
は
５
日
、
９
月
下
旬
以
降
は
７
日
で
す
。

収
穫
が
適
期
よ
り
早
す
ぎ
た
場
合
に
は
未
熟
米
が
、
収
穫
が
適

期
よ
り
遅
す
ぎ
た
場
合
に
は
胴
割
米
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
出
穂
か
ら
収
穫
時
期
ま
で
の
日
数
の
目
安
は
以
下
の
通
り

で
す
。

・・
コ
シ
ヒ
カ
リ　
35
日
前
後

・・
き
ぬ
む
す
め　
40
日
前
後

・・
あ
い
ち
の
か
お
り
Ｓ
Ｂ
Ｌ　
45
日
前
後

　
コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
す
る
際
は
、
雨
天
の
直
後
や
早
朝
の
作

業
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
イ
ネ
に
水
滴
が
付
着
し
て
い
る
と
、

脱
穀
や
選
別
性
能
が
落
ち
、
収
量
に
損
失
が
生
じ
ま
す
。

収
穫
後
の
管
理

　

収
穫
は
乾
燥
機
の
乾
燥
能
力
に
合
わ
せ
て
計
画
的
に
行
い
、

収
穫
し
た
モ
ミ
は
速
や
か
に
乾
燥
作
業
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

生
モ
ミ
を
長
時
間
積
ん
で
お
く
と
、
着
色
粒
や
斑
点
米
（
ヤ
ケ

米
）
な
ど
の
発
生
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
モ
ミ
を
乾
燥
す
る
場
合
は
す
ぐ
に
点
火
せ
ず
5
～
6
時
間
の

通
風
循
環
を
行
い
、
乾
燥
機
へ
の
投
入
量
は
6
～
7
割
に
抑
え

る
な
ど
の
乾
燥
ム
ラ
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
出
穂
後
の
高
温
や
刈
遅
れ
な
ど
に
よ
り
胴
割
れ
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
、
日
中
は
常
温
で
通
風
乾
燥
し
、
点
火
し
た
場
合
も

水
分
の
減
少
を
毎
時
0.5
％
以
下
と
な
る
よ
う
ゆ
っ
く
り
乾
燥
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
水
分
量
は
14.5
％
が
目
安
で
す
。
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
で
は
、
水
分
計
で
実
際
の
水
分
量
の
測
定
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

着
果
管
理

　
９
月
は
、
養
分
の
使
わ
れ
方
が
果
実
の
肥
大
や
枝
・
根
の
成

長
か
ら
果
汁
蓄
積
に
移
り
始
め
る
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
に
摘

果
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
果
実
の
肥
大
を
あ
る
程
度
抑
え
、
残

し
た
果
実
に
養
分
が
集
ま
り
果
実
品
質
の
向
上
が
見
込
め
ま
す
。

後
期
摘
果
と
呼
ば
れ
る
青
島
ミ
カ
ン
で
推
奨
さ
れ
て
い
る
方
法

で
、
摘
果
時
期
は
、
果
面
が
滑
ら
か
に
な
る
９
月
中
旬
頃
か
ら

10
月
中
旬
ま
で
で
す
。

　
品
質
向
上
の
為
、
短
期
間
で
１
果
に
対
し
て
の
適
正
葉
果
比

（
30
～
35
枚
に
／
１
果
）
に
近
づ
け
ま
し
ょ
う
。
摘
果
を
す
る

果
実
は
極
小
玉
果
、
極
大
玉
果
、
内
ス
ソ
果
、
キ
ズ
果
、
腰
高

果
等
で
す
。

病
害
虫
防
除

　
9
月
以
降
は
、
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
被
害
が
収
穫
時
の
果
実
に

残
る
の
で
、
発
生
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
温
暖

化
に
よ
り
、
そ
の
他
の
病
害
虫
の
発
生
時
期
も
伸
び
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
園
地
を
良
く
観
察
し
、
適
期
防
除
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

・・
黒
点
病　

�

ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤　
５
０
０
倍（
30
日

－

４
回
）

・・
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

�

ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤
２
０
０
０
倍
（
前
日

－

３
回
）

・・
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ　

　
ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル　
２
０
０
０
倍
（
前
日

－

１
回
）

※�

７・
８
月
に
引
き
続
き
、
果
皮
障
害
軽
減
を
目
的
に
バ
イ
カ

ル
テ
ィ
１
０
０
０
倍
を
混
用
散
布
し
ま
す
。

※�

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
の
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合
に
ダ
ニ
剤
を
混
用

散
布
し
ま
す
。

※�

黒
点
病
は
発
病
が
20
～
27
℃
、
多
雨
で
発
生
を
助
長
し
ま
す
。

黒
点
病
防
除
後
、
30
日
経
過
す
る
か
累
積
降
雨
量
が
２
５
０

ｍｍ
に
な
っ
た
時
点
で
薬
剤
の
効
果
が
弱
ま
る
の
で
、
黒
点
病

の
再
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

充
実
し
た
樹
体
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

茶
指
導
販
売
課
　
菊
川
　
響

茶
指
導
販
売
課
　
菊
川
　
響

後
期
摘
果
で
品
質
向
上

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
信
方  

浩
志
郎

浩
志
郎

収
穫
期
の
管
理

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺

農
業
経
営
支
援
課
　
渡
辺  

彰
人
彰
人

秋
肥
の
施
用

　
９
月
は
、
年
間
で
最
も
肥
料
を
吸
収
す
る
時
期
で
す
。
秋
肥

は
夏
ま
で
の
摘
採
で
弱
っ
た
樹
勢
を
回
復
さ
せ
、
翌
年
の
一
番

茶
の
品
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
大
切
な
肥
料
で
す
。
充
実
し
た

樹
体
や
根
を
つ
く
る
た
め
、
茶
園
の
状
態
を
観
察
し
、
土
壌
や

気
象
に
適
し
た
肥
料
の
種
類
、
時
期
な
ど
か
ら
適
正
に
施
肥
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
秋
肥
は
、
年
間
施
肥
量
に
対
し
30
％
の
窒
素
と
50
％
の
リ
ン

酸
・
カ
リ
を
施
肥
割
合
と
し
て
い
て
、
施
肥
設
計
に
従
っ
て
施

用
し
ま
す
。
肥
効
を
長
く
持
続
さ
せ
る
た
め
、
８
月
中
下
旬
と
、

９
月
下
旬
の
２
回
に
分
け
て
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
施
肥
後
は
浅

く
耕
し
て
土
と
混
ぜ
合
わ
せ
、
肥
料
成
分
を
効
率
良
く
茶
樹
に

吸
収
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
の
防
除

　
こ
の
時
期
に
生
育
す
る
の
は
翌
年
の
一
番
茶
の
母
体
と
な
る

親
葉
で
す
。
新
葉
に
受
け
た
病
害
虫
の
被
害
は
、
翌
年
の
一
番

茶
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
、
品
質
を
保
つ
た
め
に
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

９
月
上
旬
（
秋
芽
開
葉
期
）

　
９
月
上
旬
頃
は
チ
ャ
ノ
ミ
ド
リ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ
や
チ
ャ
ノ
キ

イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ハ
マ
キ
ム
シ
類
な
ど
の
病
害
虫
が
発
生
し
、

葉
の
褐
変
や
生
育
障
害
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、

葉
層
が
厚
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
薬
液
散
布
の
際
は
ゆ
っ
く

り
丁
寧
に
散
布
し
、
株
内
に
も
充
分
か
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
病
害
虫
の
耐
性
が
高
ま
る
の
を
避
け
る
た
め
、
同
系

統
の
薬
剤
の
連
用
を
避
け
て
防
除
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

使
う
薬
剤
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
や
防

除
暦
な
ど
の
情
報
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。


